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しながら心筋におけるウイ戸ルメの噌嫡にはさしで
変化なし組織学的にも変化は認められなかった。
他方中枢神経に於ては神経細胞の変性が依然としで
友白質に限局して認められた。
之等の事実は未だ問題のある“Parapoliomyelitis 
群ウイ戸 Jレスの位置づけに就いて示唆ナる所が多  
、。u
6) 胆嚢徒及び肺ft膿症の細菌に闘す忍者察
細菌学教室寺島東洋三
師尾 武
相磯敬明
日日義炎数例の細菌検索を行い，大腸菌，アルカリ
ゲネ.スタプロテウス，溶連菌等を証明した。大腸菌，
アルカリゲネ主主毎，腸管内では病害カのそれ程強〈
1) 菌の培養は Dolmanの宇流動培地を用いp 
20% CO2 中で 370C48時間行った。 
2) 培養鴻液ょに硫安握析，i車水透析，アノレコ 
-Jレ沈澱，クロロフ才ノレムゲJレ法の反復操作により
多糖体部  (A)と蛋白部 (B)を得た。 
3) 上記A分割単独では比較的弱い中毒が起忍の
が認められるが，とれは (B)分割部の合併により
強度に指強されるととを知った。即ち所謂エシテロ
トキシシ中毒なる現象は (A)(B)両分割の共存に
より発現ずるものと考え得る。 
4) 叉上記両分割に水解物をペーパークロマトグ
ラフ法によれその構成成分を分離確認した。
の血圧下降剤  Rauwol誼aserp，entinaの薬理
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!坤壊痘の十数例の内，ご例に於で大腸菌を証明し
た。口腔内細菌の吸引によって』起る肺壊痘病巣に、大
腸菌を証明ナる事により，口隆菌叢に於げる大腸菌
の出現を推定し，菌叢の変化と抗生物質ーの彰響とを
考察した。なお従来の培養法に基づく成績の意味が
論ぜられた。
わアレルギ自に依る実験的心柴
病理学教室石橋畳彦，  }Ij上仁，藤沢博
植山寿雄，家本誠一，北条弘
清水文雄，rJ口隆久
家兎，白鼠， ~毎誤等を使用して，細菌(葡萄，連
鎖球菌〉及び~~の凍結融解乾燥菌，馬血清及びその
グロプリ νを用い，注射方法は皮内，皮下，静脈，
腹腔等に，連続反覆的に同量或はj輔噌的に行った。
との結果心臓に見られる病変としては 3 弁肢には
浮腫性粗義化， フイブリノイ ド膨化，内皮下細胞F
噌殖，内皮細胞の噌生或は内皮下細胞の，棚状配列
撃の心内膜炎初期変化より血栓性又は股血性苑賛形
成，線維性肥厚迄の種々の心内膜炎変化を認め，心
筋にはアシヨフ体類似の肉芽腫，間質ーの細胞浸潤，、
心筋変性，膿蕩形成，疲痕形成を見た。血管変佑と
しては，壁の粗慈化及びフイプリノイ ド変化を伴F
った細胞浸潤等を認める。 
8) 細菌濃渡の皮肉反応による生体アレルギ四度
の表現並にその臨庭的応用
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投与で僅かに血底下降をみ，下痢が現れた。家兎耳
静脈内投与にで，観血的血庄測定を行うに，呼殴，
心運動に変化を来さぬ量で持続的の血症下降をみ
た。椎骨動脈内投与では夏に著明で、あった。この血
圧下降はアドレナリシにより依復せしめ得た。
犬及び家兎頚動脈費反射は本剤投与により減弱せ
しめられた。蛙摘関心， モノレモット摘出心迩勤は濃
度が高主ると抑制された。基下肢血管濯流では着実
なしマウ  λ摘出腸管運動は抑制された。本剤の血
圧降下作用には中枢性の影響の介在が強〈考えら
れ，又頚動脈費反射，心臓への直接作用等の凶子も
関与するものの知くである。 
5) 問謂 Parapoliomyelitisウイ田JJ，.スの組織
親和性に関する研究
細菌学教室桑田次男
病理学教室伊藤弘完
神経精神科学教室絵本 時 
Col-SKウイ-)レメをハッカネコぐミの筋肉内に接
種し，以後神経組織を使用ナるととなく筋肉から筋
肉へとウィ -Jレ九を継代して 70代余に及んだ。 ζ 
の筋肉継代株 (36代〉をネズミの腹腔内に接種後，
各臓器におけるウイ -Jレスの分布を調ぺた所その組
織親和性に著明な変化が認占うられた。即ち CoI-SK
の原株に比較し筋肉の感染価は高〈逆に脳の感染価
は著しく低い。ウイ-)レ.スのこの向筋肉性変異にと
もない全身の横紋筋に高度の変性が観察された。之
は原株の感染に際しでは見られない?Jf見である。然
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